平成23年2月15日
大阪府河川整備委員会　委員各位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府都市整備部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川室長　田中　義宏

槇尾川の治水対策に関する大阪府の方針について（ご報告）
平素は、大阪府政の推進に格段のご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、これまで検証を行ってまいりました槇尾川の治水対策に関しまして、2月15日に戦略本部会議を開催し、下記のとおり大阪府の方針を決定いたしましたので、取り急ぎご報告申し上げます。
記

◇大阪府の方針

槇尾川の治水対策については、「ダムに頼らない河川改修」とする。

◇知事の判断（考え方）
コストや時間効率を超えて、あくまでも「今の住民、次の世代の住民にとって、より安心していただける治水手法はいずれか」を判断の拠り所とし、机上の一般論ではなく、このまちの状況を実際に見て、「ダムで水を遮断するだけではダメだ。“真に水害に強いまち”になるためには、まちのかたちそのものを変えなければならない。」と実感し、悩み抜いた末、「ダムに頼らない河川改修」を選択することを決断した。
　地元住民の皆さんには、判断に多くの時間を要したこと、そしてその結果、これまでの経緯や積み重ねとは異なる、大きな政策変更をお願いすることについて、心からお詫びを申し上げるとともに、ぜひとも、“真に水害に強いまちづくり”の大切さをご理解いただくようお願い申し上げたい。
※　戦略本部会議の結果及び資料については、地元への報告が終了した後、府のホームページに掲載するとともに、議事概要についても、作成次第、掲載する予定です。

※　なお、１６日の戦略本部会議（公開）の場で、あらためて府の方針をお示しする予定です。
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